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第５章 資 料 

 

５－１ 女性の活躍推進に関する分析・研究事業 ワーキンググループ  

    

５－１－１ 構成員 

 

滋賀大学 データサイエンス学部 佐藤 正昭 教授  

滋賀大学 データサイエンス学部 堀 兼大朗 講師  

(協力) 

滋賀大学 データサイエンス・AI イノベーション研究推進センター 佐野 和子 助教  

滋賀県 総合企画部 統計課 

滋賀県 商工観光労働部 女性活躍推進課 （事務局） 

 

５－１－２ 開催経過等 

    

       第１回   令和６年６月 21日開催 

     第２回       ８月２日開催 

     第３回       11月１日開催 

     第４回       12月 26日開催 

     第５回  令和７年２月７日開催 
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５－１－３ 開催風景 

 

  

図５－１－１ ワーキンググループ開催風景  

 

図５－１－２ ワーキンググループ開催風景  

 

図５－１－３ ワーキンググループメンバー等  
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５－１－４ その他開催風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図５－１－４ 女性活躍推進課でのブレ

インストーミング風景 

図５－１－６ 女性活躍推進課でのブレインストーミング結果 

図５－１－５ 女性活躍推進課でのブレインストーミング

風景 
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５－２ 調査票（男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査） 
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